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研究成果の概要（和文）：新興諸国においては、地場企業の経営力が不足しているために、製品の高付加価値化
が進まず、中所得国の罠に陥る可能性が指摘されている。その一方で、先進国で用いられている経営の知識は、
トレーニングを通じての普及が可能であることがわかってきた。本研究では、東南アジアの新興国の1つである
ベトナムの地場企業を対象として、生産管理の一手法であるカイゼンの研修を提供するフィールド実験を行っ
た。研修の前後に独自に収集した一次データを用いて統計分析を行ったところ、カイゼン研修の効果はその後数
年にわたって持続し、企業のマネジメント、操業、ならびに業績に有意なインパクトがあることが明らかとなっ
た。

研究成果の概要（英文）：In emerging countries, the lack of management skills of local firms prevents
 them from adding high value to their products and may lead them to fall into the middle-income 
trap. On the other hand, recent research found that management knowledge used in developed countries
 can be transferred through training. In this study, we conducted a field experiment to provide 
training of kaizen, a Japan-pioneered method of production management, to local firms in Vietnam, 
one of the emerging economies in Southeast Asia. Statistical analysis of primary data collected 
before and after the training revealed that the training had a significant impact on firm 
management, survival, and business performance, and that the effects persisted for several years.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国際協力機構（JICA）は政府開発援助（ODA）の事業の一環として、新興国におけるカイゼン普及に向けた支援
を行ってきた。本研究ではカイゼンの研修に持続的な効果があることが立証され、こうした研究内容をJICA研究
所におけるセミナーで報告したり、関係者とのインフォーマルな議論の中で説明してきた。このような援助実施
者とのコミュニケーションは、国際開発の分野におけるエビデンスに基づく政策形成（EBPM）の機運を高めるこ
とに貢献したと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
新興国における所得の成長が頭打ちとなり、先進国の仲間入りを果たすことができないとい
う中所得国の罠が国際的な課題となりつつある。罠に陥る理由の一つとして、新興諸国の地場企
業の経営力が不足しているがゆえに、製品の高付加価値化が進んでいないことが指摘されてい
る。その一方で、トレーニングによって経営力の向上が可能であることが明らかとなりつつある。
しかしながら、どのような経営知識が新興国の地場企業にとってとりわけ有用であるのか、どう
すれば有用な経営知識をうまく伝播することができるのか、といった点についてはまだよくわ
かっていない。したがって、新興国の地場企業の成長により経済成長を促すという大きな政策目
標のためには、明らかにすべき課題が多い。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、東南アジアの新興国の 1 つであるベトナム地場企業を対象として、生産管理の
一手法であるカイゼンの研修を提供するフィールド実験を行った。日本企業はカイゼンの導入
によって生産性を向上させてきた歴史があるが、カイゼンは会計やマーケティングといったそ
の他の経営分野ほどは体系化されていない。そのため、暗黙知的な側面を持つカイゼンの普及に
ついては、まだ明らかになっていない点が多い。フィールド実験による研修を通じて、カイゼン
の知識の普及がどの程度可能であるか、カイゼンの導入が持続的な生産性や職場環境の向上に
つながるかどうかを定量的に検証した。 

 
３．研究の方法 
 
本研究では以下の 2つの課題に取り組んだ。1つは、研究代表者が 2010年にフィールド実験
の設計で実施したトレーニングの持続的な効果を測るためのフォローアップ調査の実施であり、
もう 1 つは、本研究費を用いた、新しいトレーニングの提供とその前後における調査の実施で
ある。研究代表者は、2010年に約 300の企業を対象として、フィールド実験の設計でカイゼン
研修を提供した。本科研費を用いて、2020 年にこの約 300 社を対象とした再調査を実施した。
また、2018 年度に別の約 100 社を対象としたカイゼン研修をフィールド実験の設計で実施し、
その前後に企業調査を実施してデータを収集した。後者の調査には、経営者を対象とした質問票
調査に加えて、経営者と従業員の双方を対象としたラボ実験（lab-in-the-field）実験も組み込ま
れている。 
 
４．研究成果 
 
 1 つめの課題については、コロナによって調査の開始が予定より遅れたため、データの収集は
終えているが、現在もデータの分析を行っているところである。それよりも前に、本科研費を用
いて収集したデータではないが、過去に研究代表者が集めたデータと、本科研費を用いての現地
でのフィールド調査からの知見に基づいて、以下の 2本の査読付き英文論文が刊行された。 
 
Yuki Higuchi, Edwin Paul Mhede, Vu Hoang Nam, Tetsushi Sonobe (2020)“Medium-Run 
Impacts of Management Training in Garment Clusters,” World Bank Economic Review 34: 
s68-s71. 
 
This paper investigates the impact of management training programs on garment clusters 
in Vietnam and Tanzania. The study found that in the medium run firms showed improvement 
once they had identified useful practices and adapted them to their operations. Although 
it takes a few years to experience a significant impact on incomes, management training 
can increase not just management scores but also incomes or value added. 
 
Yuki Higuchi (2020) “Who participates in free business training? The case of Vietnamese 
SMEs,” Journal of International Economics and Management 20(2): 49-59. 
 
Effective government programmes should be taken up by their potential beneficiaries. 
This study investigates the factors associated with the decision of Vietnamese small 
business owners to participate in free business training programmes. Based on the 
original survey data, I find that most business owners were unaware of the importance 
of learning business, and thus, did not take up the training offer. The regression 
analysis, using bivariate probit model, shows that the risk-taking owners and owners 



with their relatives also invited to the same training were more likely to participate 
in the training. These findings suggest that providing ex-ante information about the 
usefulness of the training and allowing group participation can encourage training 
participation. 
 
 2 つ目の課題については、特にラボ実験の結果が事前に想定したものと異なり、結果の解釈を
考察しているところである。現時点で刊行された研究成果はないが、今後もデータの分析を継続
し、査読付き英文論文への掲載を目指したい。 
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